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                 繕   言

 現今臨床上二於クル血液検査，殊二血球計算ノ膝用ハ極メデー盛ンデアツテ，英重要憧モ次

第二度ク認メラ1ノテ來クー然ルニ苦々ガ日常ノ血球計算二當ツチ屡々困惑デ感ズルコトハ，

英際多少ノ誤養チ生ズルカクメ裁二律タ所ノ結果チドノ程度二億糧シテヨイカト云7コトデ

アル．釜シ，コノ血球計算ニハ誤差ガ附物デアルト云フ事費ハ何人モ認メル所デアヅテ，之

二關スル報昔モ決シテ少クハナイノデアルガ，誤差法則ト實際旛用ノ見地二立ツチ，兄チノ

血球蕎十算方法テ系統的且藪學的二瞼討シダ毛ノバ他二餓リ無イ様デアル．裁二於テ余等八大

正15年以降本間題ノ解明二発力シツ・アル次第デアル．

 汎ソ費地ノ血球計算二於テハ少クモ3段ノ誤差ガ生ジ得ル．節チ

 第1段ノ誤差ハ生饅内ノ各局所ニョリ血球分布カ’必ズシモ平等デナイコトニ塞因スル．從

ツチ普通アルー定部位ノ末梢血管カラ取ツタ血液ハ，常二心ズシモ生髄内血液ノ全髄テ代表

スルモノトハ限ラナイ．

 第2段ノ誤差ハー定部位ノ血管内テ流レッ・アル血液カラ准1滝ノ血液テ取ルコトニ依ツ

チ生ジ得ル．

 第3段ノ誤差ハ取リ出シダ］滴ノ血液全部チ検スルノデハナクテ，其一小部分チ観察スル

コ｝二基因スル、

 期カル3段ノ誤差ノタメニ青々ガ費地二得ル血球償ハ生髄内二於クル眞ノ血液慣カラ冠カ
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二懸離レタ数値テ示シ得ルノデァル．然シ叉他方二於テ，第2及ビ第3段ノ誤差ハ所謂誤差

法則ノ許ス範園内二於テー超リ得ルコトガ豫メ想定サレルノデアツテ，之テ金ク無視スル穣ノ

甚大ナ誤差八起リ得ナイノガ原則デアル．コノ爾個ノ相射的原則ニヨツテ血球計算ニハ網ユ

ズ多少ノ誤差ガ附鰭シナガラモ，其藪＝値ハ叉良ク生髄内二進行スル血球慣ノ異動ヲ指示シ待

ルモノデアル．

 期カルカ敬二，苦々ノ今回研究ノ目的ハ，先ヅ第1二各種ノ血球計算二於テ生ズル誤差ガ

如何ナル程度二藪學上ノ誤差法則二越フカタ吟味シ，績イチ第2二標準トスベヰ計算方法，

之テ換言スレバ如何ナル方法二体レハ如何ナル程度二其結果ヲ信擦シ得ルカラ稜見セントス

ルコトニアルノテアル．

 此目的ノタメニハ先ヅ第3段ノ誤差ヲ明カニシ，夫ヨリ漸次第2段並二第1段ノ課養ノ研

究二進ムベヰデアル、余八大正15年ノ秋1滝ノ人血液ヨリ2枚ノ覆蓋硝子塗抹標本テ作リ・

ソノ全自血球テ観察シテ裁二生シタル百分率ノ差異テ調査シダ．ソノ結果二就テハ唯断片的

二生物測定學二關スル論文中（文戯1－2）二引用シタノモデアツダカラ，裁二改メテ英全髄テ

報告スル次第デアル．叉英後宮村氏ハ裁物硝子塗抹標本二於ケル白血球百一分率ノ誤差デ検索

シ（6－10），更二同氏ハ白血球及ピ赤血球ノ縄救計算二現バレル誤差二就テ研究中デアル・

第1車研究方法
 指尖カラFr㎜ke氏刺針二体テ流出スル人血ノエ滴ヲ1個ノ覆蓋椅子ノ下面二取リ。之ヲ他ノ1個ノ覆

蓋蘭子ノ上面二並行二代セテ，血液ノ魔敬スルヲ待ツチ第1圖ノ如ク之レヲ左右二引イチ出來ルダゲ良好

ナ塗抹標本ヲ作ツタ．英際右手二持ツタ覆謹蘭子ノ下面二血液ヲ附着セγメ，ソレヲ左手ノ覆蓋硝子上二

代セテ水平文ハ多少前方ヲ上二傾斜セシメテ左右二引クド，血液ハ多タノ場合ハ左手ノ鯛子副チ下鶴子二

隻ク分布スル．ソシテMa卜G1omsa染色ヲ施シダ後，中性バルサム」二体ツチ裁物欄子上二対繊ツタ・

←

第  1  圖

上
丁

→

上

第  2  圃

下

 今1取ツタ血液ノ大サガ適富デアルト，血液ハ最後二離レル雨覆富強子ノ11星ヲ底邊トシ，索引ノ方向二

宮ル1邊二近ク項融ヲ育シテヰル3角形文ハ牛圓形二似タ撒布ヲ星スル．敬二鏡像ノ方法ハ油浸装置ヲ使

用シ’可動載物憂ニヨツテ第2圃ノ如ク3角形ノ底選二接シテ之レニ並行シテ観察ヲ進メ側邊二達スレパ

反鱒シナガラ漸次頂騎二進ムノデアル．ソγテ上下ノ塗抹標本ノ全血液面ヲ出來ルダケ正確二鏡像γタ。

 血液細胞ノ記録ハ次ノ如クシク．副チ白血球ヲ嗜中性白血球パ同慶性細胞，嗜麗基性白血球，嗜エオ

ジン性白血球，小形淋巴球，中形淋巴球，大形淋巴球，大軍核球，分類不明ナル塑性細胞ノ9種類二分

チチ記載シ。嗣野中二現ハレ來ル細胞ノ種類ヲ漸次5個宛團切リ，更二100個宛ヲ種切ツチ1枚ノ用紙二
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記載シダ．敬二各用紙二示サレタ各種自血球ノ籔ハ同時ニソノ百分率ヲ示シテイル．

第2章1賢験成績及ビ考按

 曹テ余ガ米国Mtimore市JohnsHopk1n＄大學解剖學致窒二於テ研究申二Sab1n教授

カラ聞イタ挿話デアルガ，組織撃ノ實習中2人ノ學生ガ1滴ノ血液ラ払テ2枚ノ覆蓋硝子標

本テ作リ，各々ガソノ1個テ取ツチ検鏡シダ所，工個ノ標本ニハ多タノ白一血球テ認メクガ，

他ノ1個ノ標本二極ク僅カノ細胞テ認メタノミデアツタト云フ．此敬二同教授ハ両方ノ標本

テ検スヘキコトテ浅．意サレタ．

 斯様ナ出來事ガ有ツチそ…無クテモ，本研究二於テハ1滴ノ血液帥チ同一ノ血液カラ作ツタ

2標本テ枝子ルノデアルカラ，先ゾ爾標本二於クル白血球出現ノ差異テ霧カニシ，綾イチ両

者テ合シタモノニ就テ吟味スベキデアル．

              第1節 全髄ノ結果二就テ

 個々ノ白血球種二就テ論ズルニ先チテ全麗二於クル白血球實藪及ビ百分率二就テ記述シャ

ウ．

 上下2枚ノ覆蓋硝子塗抹標本上二存在シダ全白血球藪ハ夫々2698厘ピ5783個デアツタ．然

シ100個単位ノ観察デアルカラ後來ノ塵理テ便利ニスルタメ，最後ノ98個及ビ83個二各種ノ

白血球テ按分比例ニョツテ2個及ビ17個洲ベテ100個トシタ．從ツラ上下積本上ノ白血球総

数ハ2700個及ビ5800個，合計シテ8500個トナツタ．耐シテ各種自血球ノ實敷及ビ百分率ハ第

I表ノ様デアル．

第1表2横本二於ケル全麗ノ成績

實  敷 百  分  率 下標本
一上標本

差ノ標準
白血球種 誤差（％〕

（7〕÷（8）

上肝臓六1珊 上標本 下標本 合  計
（％〕

（4）  （5〕 （6） （7〕

（8） （9〕

嗜申畦
v・…12・・ 3918 43．2593 47．4138 46．G941 十4．1545 1．1613 3．5774

同愛性i256‘ 391 硯7 9．48ユ5 6．7414 7．6118 ＿2．7401 、6178 4．4353

暗中唾記藪 1棚4 31州 4565 5Z7ω8 黎．1552 53．7059 十1．4144 一．1617一 12175

嗜奥基膣 8 22 30 ．2963 ．3？93 ．3529 十カ卿・ 」382 ．6006

嗜呂オジン    1120瞳   ，
255 375 4幽幽 43966 4。仙18 一．04781 4欄 ．0999

小形淋巴球 475 984 1価9 17．5926 16．9655 17．1647 一。63711 ．87851 ．7252

中形〃 265 552 817 9．8148 皿5172 9．6n8 ＿．2976

一Z7037
鮒1欄

大形” h3 166 239 2．8621 Z8u8 十．1584 ．3851 ．4113

淋巳球棚藪， 813 1702 2515 3①、1111 29．3448 29、螂2． 一J663一 1．06烈 3206

雌鯛1 181 396
5’7I7 6．7037 6．8276 6刑82 十．1239   一D5860一 2114

所属不明 154 脳 438 57037 個966 5．1529 一．8㎜71． ．5151 1．56四

■’■II一 ．I，一■’I■’ ．＾I■■■

合 計 2700 5800 8500 1oo．oooo 100－0001
   」mooo
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 上表中ノ所属不明ナルモノハ細胞ガ蟹憧叉ハ死滅シテ破壊期二社ルモノニシテ，胞髄叉ハ

核ハ腫脹シテ染色性躬ク，歴々溶解状チ星シ，ソノ如何ナル細胞種二慶スルカ不明テルモノ

デアルー斯様ナ細胞ガ全髄二於テ5．1529％ノ割合二存在シタノハ柳カ多過ギル感ガアル・然

シ此細胞ハ特二塗抹標本ノ周溢部，殊二三角形ノ頂馳部二歩ク現ハレルカラ穣不全誰ノ観察

二於テハツノ数ガ多クナル．然ルニ普通ノ』血液検査ニテハ中央部ノー部テ鐘捻スルカラソノ

存在ハ比較的少イ，父タトヘ多少存在シテモ多タノ研究者八省略シテヰル．

 上下面擦六二於ケル各種自血球ノ百分率ノ差異ハ（7）欄二示シダ通リデアル．コノ差異ガ

意義アルカ．將タ又偶然ノ結果デアルカヲ知ルニハ差ノ標準誤差テ求メテ比較セネバナラ

ヌ．ソレニハ拙著「誤差論」（文献2）中ノ魔性統計共2ノ（2）二於テ述ベタ方法ニョツテ，

同一ノ元團鐙カラ2試料n1及ビn2テ取ツテァル麗性ヲ有スルモノノ率P1及ピp之ラ得タトス

ル．但シ元團髄中二於クルソノモノノ率P。ハ不明デアル．コノ時二pコトP2トノ窪ガ偶然的

ノモノカ否カテ絵スルニハ，元團髄ハ同一デアルカラp。ノ最モ確カラシイ値ハ

     nlPl＋n宴一〕チ   P。三一    一     q。＝1－P。
      皿1＋I12

デアル．ソシテ各試料二於クル標準誤差E，及ビE2ハ

   EF／P。ψ1，EF／iブτ

 叉P1トp2トノ差ノ標準誤差E1王ハ

・1・r・蒋、／甘岬一π（十十÷）

モシ差ガE12／3倍以下ナひバ偶然デアツテ，夫以上ナレバ意義ガアル．

今暗中憧白血1球総数ノ差二就テ上式ヲ適用スルト

    1424一←3141
  軌＝2700＋51町’0537059・軌＝1－0537059巳0462941・

  ・lFノα・…舳・・…「映扁詐α・…1・一・伽・

        皇……      54．1552＿52．7408   L4144
            ＝             ＝一一一一＝12175
      差ノ標準誤差   1．1617   1．1617

 師チ3倍以下デアルカラ1．4144％ト云フ差異ハ偶然デアル．

 期タノ姉クニシテ凡チノ細胞種二就テ上下両棲六二於クル出現数ノ謹異ヲ吟味スル㍉第

1表（9）欄ノ示ス様二階申性白血球及ビ同愛性細胞ラ除イテハ凡テ両者二差異チ認メナイ．

准正常ナ嗜中性白血球ハ下標本二歩ク，同愛性セルモノハ上擦本二歩ク偏在シダ．期カル結

果ハ如何ナル原因二基クカハ明カデナイ．（或ハ下標本ニハー般二白血球数多ク且健全ナル

嗜中性多ク，上擦本ニハ白血球少ク且塑性細胞多イ傾向ガアルノガモ知レヌ．所魔不明ナ愛

憧細胞モ上標本二歩カッタ）、然シ両者ヲ合シタモノ師チ嗜中性総数二於テハ前記ノ如ク差

異ハ偶然的デアル．ソシテ質地ニハー般二蟹憧白血球テ厚別シナイカラ上記ノ差異ハ問題ト

ナラナイダラウ．

 期ク個々ノ細胞二就テハ大餓二於テ上下面襟六二敷ノ差異ハ認メナイガ，前表（7）欄及ビ

（9）欄カラ全髄的二元ブト大形細胞（暗中性白血球，嗜盤基白血1球，大形淋巴球，大単核球
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等）ハ下穣六二歩ク，小形綱胞（小形及ビ中形淋巴球，從ツチ淋巴球纏藪）及ピ塑性細胞（塑性

暗中性及ピ所麗不明細胞）ハ上標本二歩ク存在シダ．但シ穣本製作二際シテ上擦本ノ下画二

血液ノi滴ヲ取ツチ下標本ノ上画二代セテ左右二引クド，血液ハ多タノ場合二下標本二歩ク

分布スルモノデアル．

 釜シ第1表（6）欄二示シク各自血球ノ百分率ハ1滴ノ血液全麓テ観察シタモノデアルカラ

緒言二述ベタ所ノ第3ノ誤差ハナク，眞ノ慣デアル．故ニコノ員ノ便ト観察細胞刑00個，

200個，300個，又ハ500個二匿分サレタ場合二於クル債トガ如何ナル差異テ示スカト云フゴ

｝ガ間題けル．コノ吟味二就テハ後章二於テ言巳述スル．

第3章 暗中性白血球

 普通百分率計算二於テ観察スル細胞数ハ100個，200個，300個叉ハ高々500個デアル・夫故

賢験数値テ各100，200，300，500個二厘分シテ吟味スレバ是等ト回ジ観察藪二基ク誤差ラ知

ルコトガ出來ル．コレ以上ノ厘分数八本實験二於テハ全観察細胞数二対シテ多過ギル．本章

二於テハ先ヅ100個随分二開シテ分布ノ炊態及ビ標準偏差ノ吟味デ試㍉次イデ各厘分数ノ

比較観察テ述ヘルー

            第1節 工。o個厘分二於ケル観察

 拙著≡誤差論二於テ詳述シダ穣二100個厘分二關スル嗜中性白血球ノ度数分布，正分布，二

項分布，後天的並二先天的標準課塞（偏差），πz，P等ハ第2表及ビ第3国ノ様デァル．

                           第2表テ見ルニ，（エ）實際ハ
     第3固暗中性白血球ノ度数分布
                          平均53－71％ノ割合二存在シテ

  ク           ρ7””ヂ仰〃〃〃ノ”  ヰル白血球ガioo個宛ノ観察ニ

  ク                 ’              j
            ’’、             ■よ

攻二  、・’（州”珊卿於テ八最高一最底6HO％ノ差
                          異， 師チ員ノ数イ直テ去ルコト

敬二       十」、。一，ユ王秘ノ誤差テ示シ

  1        タ・勿論…1第一近1数値ラ得
  〃                      ルコトガ多イノデアルガ，者シ
  〃  〃  〃   仰  〃  ノク  〃  沙  〃 ％

          屋 介羊           工OO個ノミ計算シダ場合ニハ苦

々ハ蜥カル大ナル誤差値ヲ得ル場合アルコトテ言巳憶セネバナラヌ．

 （2）上下標本相互間二於ケル後天的標準偏差（σ）並二先天的橡準偏差ニハ確實ナ差異パ

ナイ，何レモ偶然ノ差異デアル．但シ注目スベヰコトバ後天的σ％ガ先天的σ96（1／扁1カ

ラ求メタ）ヨリモ大ナルコトデアル，師チ暗中性白血球責十真二於テ越リ得ル誤差ハ該白血球

ノ百分率（p）ヨリ計算シク理論的（先天的）誤差カラ推定スル慣ヨリ大デアツ九

 （3）上下各標本二於ケル分布度数ハ嬢リニ少数デアルカラ雨音合シクルモノニ戯テ度数

分布（誤差分布）ノ状態ヲ吟味スルニ，第4欄及ピ葉3圃ノ凹凸シダ實級二示ス様二美シイ宮
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第2表暗中性白血球ノ度数分布

自血球ノ 観  察  度  敷 理論度数〔上十下〕

籔（％） 下標本 上標本 上十下総藪 正分布  2項分布

40 1 O 1 以下＝．6 以下 3

41 ユ O 1 ．4 、3

42 O O O ．6 ．4

43 O 1 1 ．9 ．7

44 1 1 2 1．3 1．O

45 0 2 2 1．8 1石

蝸 1 1 2 2．3 2．1

47 2 0 2 3．0 2－8

48 4 1 5 乱6 3．5

49 2 1 3 4．3 仏3

50 4 0 4 49 5．1

51 4 3 7 54 58

52 2 3 5 5．8 64

53 4 2 6 6月9 6－7

54 3 2 5 613 68

55 5 1 6 60 6．6

56 5 2 7 5．6 61

57 2 O 2 5－1 55

58 4 1 5 4．5 4，7

59 O 4 4 3．9 ＆9

60 3 2 5 3．2 a1

61 4 O 4 Z6 2．4

62 3 O 3 2．O 1．7

63 O O O 1．5 12

64 2 O 2 1，1 ．8

65 1 0 1 以上2山 以上1．2

総  藪 58 27 85    84．7 8孔9

竿均％ ・帆…帆引卿1・州中雛敷 一

後天的σ％ 5．66±．35 砒刈雌〃 い・・ ，

先天的σ％
（／Pq／・）

498土．31 499土．46 O．99±．26
‘

4．99

工2 一 1 一1 1・・… ＆5809

i （丘4347）

P 一1 一」 Oρ58
0．847

一 （0・608
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士山形テ諾カナイ．今コノ藪値カラ後天的二正分布度藪テ求メ，且p及ビqカラ先天的ニニ

項度藪チ求メタトコロ第2表ノ第5欄及ビ第6欄及ビ第3国ノ曲線二示ス数値ラ得タ．ソノ

中正分布ノ方程式ハ

         ＿x里
           2        2｛5．5260〕
   y空6．1365e

 デアツテ，二項分布ハ

   N〔q＋P〕IF85〔α46294＋α53706〕100

 ノ展開式カラ得タモノデアル．ソノー般項（y）及ビー般項ノ塞脳計算法ハ次ノ姉クデブル．

           n！
   y：l1C・qn一「p』    q一トTpT
         〔ト了）！r！

   1珊一・g・ト1⑪g〔H〕！一1・g・！十（・一・）1・gq＋・I・gP

 是等ノ理論的分布ガ如何二艮ク實騒分布二適合スルヤハ「カイ自乗試験二体ラネバナラヌ．

第3表及ビ第4表二示ス榛二i正分布二開シテハZ2＝3．6878，P＝O．958トナリ頼ルヨク適合シ

テヰル．叉二項分布二鰯シテπ』5．5809，P＝0．8竹トナリ前者二比シテハヤ・劣ルカ適合ハ

良好デアル．第3園テ見デモ正分布ノ方ガ通力ニョク實験分布二一致スル．且叉二項分布ノ

曲線ハ中央部ニテ特二實験分布ヨリ多クナツテヰルカラ，厳密二「カイ自乗試験スルニハコ

ノ（mLm）ノ符號ノ等シイ中央ノ4度数（52－55劣二対スル度数）ヲ合シテ行バネバナラヌ．

英結果ハ第4表二示ス様二，Z2＝543仰，P：O．608トナリ適合ハー盾劣ルコいナッタ．然

          第3表實験分布ト正分布トノ「カイ自乗試験

百分筆 観察藪 理論敷 ㎜’＿m （m！一m〕2
1酬’一m）2

m’ 】■1

m
49以下1 19 18．9 十 ．1 ．01 ．0005

i

50 4 4．9
一

．9 ．81 ．1653

51 7 5．4 十 1．6 2．56 ．4741

52 i 5 5．8
一

．8 ．64 ．1103

i

53 6    ■ 6．1
一

．1 ．01 ．0016

5  一54 6．1
一
I．1 1．21 ．1984

55 i 6 6．O O O O
i

1

56 7  1 5．6 十 114 1．96 ．3500

57
    ≡2 ヨ

5．1 3．1 9，61
一

1．8843

58 5 4．5 十 ．5 ．25 ．0556

59リ、上 19 16．3
i

十 2．7 7．29 ．4472

⊥     一 ⊥  山    一 一   L  一 一    … ⊥ 皿  ■

85 84．7 L 3．6873
’

皿’＝11，汐＝3，1≡一＝。981424

皿’：工工，汐＝4，P＝．947347

＝．031077

が＝3．6873，P三一981424一．034077x．6873＝．958

【25】
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第4表 實験分布トニ項分布トノ「カイ自乗試験

百分率
P観釜敷1理堅籔㎡一・

49以下   19

：： l

l l・

二 1
：：以上、：

総数
P・・

皿’

 16．9     一ト 2．1

111Tlll

il；Hl11卜

：l1二、1：

、ll；工、l1

84．9 十 ．工

（m」m）2
2

2，609

．2373

．2483

3063、

㎜1
  ．7642
・47651

個。」

．1328

2．2273

．0191

1．5448

5．5809

11

54347

8

班 5．5809 5．4347

P ．847 ．608

シ倫≡1ク賢験分布二一致シテヰル．

 コノ實験分布ガニ項分布ヨリモ正分布二良クー致スルコトハ，後天的σガ先天的σヨリ大

デアルコトヨリ直二推定出來ル．

           第2節 100個厘分以上ノ比較的観察

 観繁数テ各標本二就キ200，300，500個二厘切ツチ慶理スレバ是等ノ数ダク観察シダ場合

二於クル誤差ヲ知ルコトガ削來ル．但シ細胞総数ハ8500個デアルカラ是等ノ藪二厘切ルト

200及ビ300個ノ場合ハ最後二100個宛端数ヲ生ジタ，師チ8500－200x42＝100．8500－300x

28＝100，敬二200個厘分ノ場合ニハ上標本ノ最後二端数トナツタi00個二細胞数！00個加ベテ

200個トナシテ纏藪ヲ8600トシ，且暗中性白血球ノ平均値54テ加ヘタ，叉300個厘分ノトキハ

下標本ノ最後ノ端数二200個（暗中性ハ54x2＝m8個テ加7）ラ加ベテ縄藪8700個トシタ．是

等ノ人丁的塵置ノ爲二平均値ハ極ク僅カノ（少数馳3位以下）愛化テ來シタガ確率誤差ノ範園

内ニアルコトバ勿論デアル．其結果ハ第5表二示ス様デアル．

 第5表カラシナ次ノ事項ガ考ヘラレル．

 （1）厘分数ガ大トナルニ運レテ，換言ス・ノバ観察細胞致ガ増加スルニ連レテ最小一最大

ノ誤差ハ實数二於テハ増大シテヰルカソノ百分率ハ少クナル．印チ典範園ハ25％，16％，

13．7％，9石劣ト減少シダ．
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第5表暗中性100，200，300，500厘分（σハ標準誤差〕

100国分 200厘分 300厘分 500蹟分

観 察 敷 85 43 29 17

實
平 均 値 53．71±。40 107．42±．74 161．14±1－08 268．53±2．1003

最小最大誤差 40－65 92＿124 142＿183 246＿294

数 後天的σ 5．53土29 7．2I±．52 8．71土77 1Z84土1．49

先天的σ 4．99±26 7．05±．51 8石4土．76 11．15土1．29

苧 均 値 53．71±．40 53．71±．37 53．71土．36 53．71±．42

百
最小最大誤差 40＿65 46＿62 47．3－61 49．2＿58．8

｝ ｝ ｝ ㎞分 同 上 差 25 16 13．7 9，6

後天的σ 5．53±．29 3石O土．26 290土26 2．57±。30

牽

先天的σ 499±26 3．53±26 2．88土26 2．23±．26

A〔後天的σ〕 ±2．26σ ±2．22σ 土2．36σ ±1．87σ

B〔先天的σ〕 土2．51σ ±Z27σ 土2．38σ ±2．15σ

先天的σ：後天的σ 1＝1．11 1：1．02 1：1．01 111．15

（・）後天的麟偏差σ印チ餓値カラ公式σ一ノΣ書し（等・）㌧11テ求メグσモ

100匿分ヨリ50嘔分ニナルニ連レテ減少シダ．理論的先天的標準偏差帥チゾ両7「ノ便モ同

様二減少シテヰル．

 （3）後天的σハ凡テ先天的σヨリ大トナツテヰル．先天的σ：後天的σノ比ハ1：m1－

1．15トナッテヰル．

 （4）表申ノA及ビBハ
   土馳トニ曇天誤差ノ董
       2σ

 ナル式ニョリ，但シAハ後天的σ，Eハ先天的σヲ用ヒテ計算シタノデアル．

 而シテー般二（平均±3σ）以内ノ偶然誤差ガ超ル．師チ（最大一最小ノ差）÷σ＝6＝±3侶以

内ノ誤藷ガ偶然二越リ得ル．敬二A及ビBハ最大一最小ノ差ヲ2分シダ毛ノガ後天的及ビ

先天的σノ何倍二當ルカテ示シタモノデアル．ソシテA及ビBハー般二睡分数ノ増加ト共

二減少シテヰル．ソシテ後天的ニハ±2．26σ，先天的ニハ土2．51以下トナツテヰル．要スル

三本實験ニテ暗中性百分率二越リ得ル誤塞ハ土2．5以下デアツク．

 （5）期タノ姉クニシテ観察教ガ増カロスルニ連レテ誤差ハ小トナリ，8500イ岡ノ観察印チ標

本金髄テ強シダ場合ニハ最大一最小値ハ平均債二集中シ，後天的ノσハ零トナル．

第4章総淋巴球
淋巴球ハ小形中形大形金部加ベテ29．5882％ノ割合二存在シ，暗中性ノ藪二次イデ多カツ

                【27】
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第6表総淋巴球ノ度数分布

杉

百分率 下標本 上擦．本 縄 敷
上十下

17 1
一

1

18 1
一

1

19 1
一

1

20 1 1 2

21 O 1 1

22 2 1 3

23 3 1 4

24 3 1 4

25 3 O 3

26 4 O 4

27 5 2 7

28 3 2 5

29 4 O 4

30 5 1 6

31 1 3 4

32 3 6 9

33 3 2 5

34 5 1 6

35 3 3 6

36 2 1 3

37 1 1 2

38 1
一

1

39 1
、

1

44 1
一

1

48 1
一

1

繍  敷 58 27 85

苧均％ 29．34±，53 30・11士．60 29．59±．41

後天的σ％ 5．99±．37 4．62±、42 5．59土29

先天的σ％ 5．55士．35 459±42 4．56士．23

山

タ．本章二於テ総淋巴球ノ数値二就テノ

ミ吟味スル．

   第1節100個厘分二於

       クル観察

 淋巴球二關スル誤養ノ度藪分布ハ第6

表二示ス榛デアル．前述ノ女ロク上下爾標

本ノ間二於ケル平均ノ差異ハ偶然的デア

ル．ソシテ穣準課差ハ嗜申惟ト同様二後

天的ノモノガ先天的ノモノヨリ大トナツ

タ．

 淋巴球ノ度藪分布ノ赦態ハ上下標本テ

合シタルモノニ於テモ極メテ不規貝11デ且

多少非勤確的ノ傾向テ示シテヰル、夫故

敢テ理論的ノ度数分布テ求メナカツタ．

   第2節 100個厘分以上ノ

      比較的灘察

 嗜中憧自血球二於クルト同濠二塵理シ

テ第7表ノ様ナ威績テ得タ．

 （木表200厘分ニテハ上標本ノ最後二10

0個テ加へ且淋巴球ハ千均百分率30個テ

加ヘタ，又300厘分デハ下標本ノ最後二

200個テ加へ，淋巴球ハ29．59×2＝59個

テ加ヘタ）

 前表カラシテ衣ノ事項ガ考ヘラレルー

 （1）厘分数ガ大トナルニ連1ノテ，換

言スルト観察細胞藪ガ増＝加スルニ連レテ

最小一最大ノ誤差ハ實数二於テハ増大ス

ルガソノ百分率ノ課差ハ少クナル。帥テ

其範園ハ31，16，14，10，4％ト縮小シ，

100個計算カラ500個計算ニナルト約3分

ノ1二縮小シテヰル．

 （2）後天的及ビ先天的標準偏差（σ）

モ亦観察細胞藪ノ糟加ト共二，ソノ實藪

ハ増大シテヰルガ百分率二於テハ減少シテヰル．

 （3）先天的σハ凡テ後天的σヨリ小トナツテヰル，ソシテ爾者ノ比ハエ：1・13一・23トナ
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第ク表纏淋巴球ノ100，200，300，500匿分

100厘分 200厘分 300厘分 500睡分
I

観 察 数 85 43 29 17

實
雫 均 値 29．59土．虹 59．19±．75 8836±1．16 1乱7．94土2．06

最小最大誤差 ユ7－48 41＿73 64一ユ06 126・178

籔 後天的σ 5．59土29 732土．53 9．27±．82 1Z60±1．50

先天的σ 生56土．23 6．46±．47 7，91±．70 一 1α21土I．18

苧 均 値 29．59土．41 29159土．38 2959土．39 29．59±．伽

百 最小最大誤差 17－48 2α5＿365一 21．3－35．3 25．2・35．6

｝ 州 州分 同 上 差 31 16 14 10．4

軍 後天的σ 5．59土29 3166土27 3．09土27 2．52±．30

先天的σ 456土．23 3，23土．23 Z64土、23 Z04±．24

一

A（後天的σ〕 土2．77σ ±z19σ 一 土2．26σ 土2．06σ

遍（先天的σ）． ±340σ
     i±2．48σ ■     1

±2石5σ 土2．55σ

先天的σ；後天的σ 1＝1，23 1：1．13 1：1．17 111．23

ック．

 （4）Aノ債テ観ルニ，最小最大ノ誤差ハ後天的σノ±2，77以下トナリ，厘分数ノ増加

ト共二減少シテ500厘分デハ土2．06トナツタ．又Bノ債テ見ルニ，一最大最小ノ誤菱ハm個

厘分デハ先天的σノ土3．40倍ト云フ大ナル慣テ示シタガ，200厘分以上デハ±2・48，±2・65・

±2．55倍トナツタ．

 （5）期タノ如ク観察藪ノ増加ト共二課塞ノ超リ得ル範園ハ狭小トナツク・

第5車大軍核球
 大軍核球ノ全額本二於ケル打分率ハ6．79土i9デアツテ嗜中性及ビ淋巴球二玖イデ第3位

デアツタ．

             第1節 100厘分二於クル観察

 第8表二示スガ如ク10嘔分二於クル誤差分布ハ爾標本ヲ合シクルモノニ於デモ不鋤則ト

ナリ，二項曲線ノ炊態テ星シダ．夫故敢テ如何ナル分布曲線（二項分布，正分布，POiS・㎝氏

分布）二合致スルカラ吟味シナヵツ九

 倶シ爾標本二於ケル平均値ノ差異ハ偶然的デ意義ハナ｛・

【29】
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第8表大革核球

形    山

百分率

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

総 数1

平均％1
後天的刈

先天的σ％！

上標本

1

0

1

1

4

3

3

1

3

5

4

工

0

27

6．70土．37

下標本

O

○

ユ

4

7

11

5

4

8

9

5

2

2

58

6，83土．22

総 激
上十下
1

0

2

5

11

14

8

5

11

14

9

3

2

85

6．79土．19

…土・・1・・・・…1・・・・…

眺・・；…士… 2．52；1＝．13

   第2節 I00個匿分以上

    ノ比較的観察

 m，200，300，500個匿分二於ケル成

績ハ第9表ノ如クデアル．ソシテ共説明

モ嗜中性及ビ淋巴球二於ケルト同様デア

ノレ．

 （200匿分ニテハ上標本ノ最後ノ］00厘

分二100個カ1へ，大軍核球7個チ加へ，

300厘分ニテハ下標木ノ最後ノ100腰分二

200個ラ加へ，大単核球6．79x2＝13，58

師チ14個ヲ姉ベク）．

．第g表 大軍核球ノlOO，2G0，300，500厘分

100厘分 200踵分 300匿分 500厘分

観 察 数 85 43 29 17

實 苧 均 値 σ79±．19 13．58土．41 2α38±．62 33．94±1．07

最小最大誤差 0＿12 4．21 9＿30 24＿47

籔 後天的σ 2．62±．14 4．01土、29 4．92±．44 6．57±．76

先天的σ 2．52±．13 3．56土．26 4．36土．39 5．62±．65

千 均 値 679土．エ9 6J9±21 6．79土．31 6．79±21

頁 最小最大誤差 O－12 2一ユ0．5 3＿10 乱8■94

州 伽 w一 』．一
分 同 上 差一  ユ2     ≡ 8，5 7 4．6

牽 後天的σ 1 262±14
2－00土，ユ6 1．64±115 ユ3ユ±．15

先天的σ一 Z52±・13 1，78土、13 1．45土．13 1．12土．13

’
＾1                  I■止 凸 一     一

A（後天的σ） 土229σ 土2．13σ ±2，13σ 土1．76σ

町先天的σ） ±2．38σ ±2．39σ 土2．41何 ±2」〕5σ

先天的σ：後天的1 ｢：… 111．13 1＝1．13 1＝1．17

【30】
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第6章嗜エオジン性白血球

第10表 嗜エオジン性白血球

百分率 上標本 下標本 上十下標 本

O 1 1 2

1 2 2 4

2 2 4 6

3 5 14 19

4 3 I3 16

5 5 5 10

6 4 10 14

7 3 7 10

8 工 1 2

9 1 1 2

総 籔  27 58 85

平均％1 4．44土．29 440土．17 44］±．15

後天的σ％1・・・…1…土・・ 1．98土．10

先天的・％1 雌刈…土・・・…』

 本種白血球ハ全自血球中“1土15ノ割

合二存在シク。ソノ上標本，下横本及ビ

上下標本合併二於クル100厘分ノ度数分

布ハ第10表二示ス様デアル．

 上下面擦本テ合シクル度数分布ハヤ・

非封構的デァル．ソレ改正分布叉ハニ項

分布ト正確ニハ合致シナイラシク考ヘラ

レノレ．

 茨二100唾…二分， 200唾壷分， 300腫董分， 500

厘分二於ケル誤差ノ比較ハ第I1表ノ如ク

アアル．

第I1表嗜エオジン性白血球ノ100，200，300，500随分

100厘分 200厘分 300囲分 500厘分

観察藪1・・ 43 29 17

實 zド   均   式童 1   4，41：■＝．15

@    一
8．81±．31 13．24土．46 2Z06土£3

     ≡ﾅ小最大誤差：  0－9 2一ユ6 6＿21 13＿一31

数 後天的σ 198±．ユ0 Z98土22 3．68土32 5．06土．60

先天的σ 2，05±．工1 2－90±21 3．56土．31 4石9±．55

牛 均 値 4．41土．15 4．41土、15 4．41土．15 4．41土．17

百 最小最大誤差 O＿9 1－8 2－7 2．6＿6．2

｝ ｝ L“ ｝分 同 上 差 9 7 5 3．6

牽 後天的σ
1．98土．1O 1．49±．11 1，23±．11 1，01±．12

先天的σ 2．05±．11 1．45土．11 工．19土、1O α92±．11

A（後天的σ） 2．27σ 2，35σ 2．03σ 1．78σ

二B〔先天的σ） 2．20σ 2，41σ 2，10σ ユ．96σ

先天的σ1後天的σ 1＝O．9ア 1：1．03 1＝1．03 1：1．10
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           幸…7車 呼吝ミ国姜姜I陛自．血ユ1求

嗜欝基性白血球ハ釜騒二於テα3529形ノ割合二存在シ，第12表及ビ第13表ノ如キ成績ヲ示

シダ．是等ノ表二鰯スル研究ハ犬騒二於テ上記ト同様デアル．

           第12表 嗜蟻基性白血球

理 論 分 布
百分率 上標本 下標本 上十下標本 。項度数1ポアソン

@  1氏級数
ピアスン

氏曲線
0 19 41 60 59．86 5972 61

1 8 13 21 2I．03 21．08 18

2 O 3 3 3．66 3．72 5

3 O 1 1 0．42 0．44 1

4 O o O O．04 O．04 O

総 藪 27 58 85 85．01 85．OO 85

平均％ 030±．06 α38±．06 0．35土．04

後天的％ 046土．04 0．67±．04 0石1土．03

，I■     一    凹

先天的％ 0j4土．05 0．61±．04 ○舶±月3

第13表嗜髄基性白血球ノ100，200，300，500厘分（上十下標本〕

100国分 200厘分 300厘分 500團分

観 察 鞍 85 43 29 17

貫 牛 均 値 α35±」〕4 O．70±．09 1．07土、13 I．フ6土．21

最小最大誤差 0－3 0－4 O＿4 0－4

籔 後天的σ α61土刀3 α90土，07 1．05土刀9 ．1．31±．15

O．59土、03 α84±月6 1，03±山9 1，33土．15

平 均 値 O．35±，04 O．35土．05 O．36±．04 O．35±．04

百 最小最大誤差 0－3 O－2 O－1，3 0＿0．8

、一一 」｝■」

｝ 州分 同 上 差 3 2 ユ．3 α8

牽 後天的σ 0，61±．03 O．45±．03 0138土．03 0．26土．03

先天的σ O，59±．03 O．42土．03 0，34土、03 O，27土．03

A（後天的。〕 ±2．46σ ±Z22σ 土1．71σ ±1．53σ

遇（先天的σ） 土2．54σ 土Z38σ ±L91σ 土148σ
…一’ L』   山    …山’ 一 1■一一一’‘  ’

先天的σ1後天的σ 1＝1，03 1：1．07 1＝1．02 1：O．98

【32】
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第4圖 嗜髄基性白血球ノ度数分布
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 但シ上下面擦本ラ合シタルモノノ100厘分二於クル度数分布ハニ項分布及ビPoiss㎝比級

数ノ双方二極メテヨクー致シダ（拙著生物測定學第1薦劉照）．師テニ項分布ハ

   N〔q＋P〕1』85〔α9965＋O・0035）100

ノ展開式ヨリ求メ，Poiss㎝比級数ハ
・…一…〔斗十／・一λ十音ゼλ・÷≒・．工・…

・・ l
カラ求メタ．但シλ＝叩＝！00xO．0035294・＝O．35294デアル．

 叉P鮒s㎝氏一般化確率曲線チ利用スルト

    β1＝3・360142， β・＝6・528718， 』一・573533，

印チ第I型歯綴二相営スル．今各恒藪テ求メルト

    r＝430何68，    m2＝2．834884

    b＝4．492017，       a1＝＿1．034640

    m一＝一0．530716，  a2：5．526657

m1ガ負数ニナルカラ普通ノ第I型舳級方程式デハy。ヂ求メルコ｝ガ出來ナイ，敬二

・一?i・1柚ト㍗

ナル式ヲ用ヒル｝

   ・一α・・・…バロ舳161・・…1・寸囎棚4

ナル方程式テ得タ．之カラ求メタ理論的度数ハ第12表二掲ゲク様二二項度数ヤPoiss㎝比級

数ヨリ適合ガ不良デアツタ．一般化確率曲級二歳テハE1d町t㎝（111，J㎝es㈹及ビ拙著叫〕テ

参照サレタイ．

第8軍 費験成績ノ纏播

（ユ）上下ノ塗抹標本二於ケル各種白血球ノ百分率ノ差異ハー般二偶然的ノモノデァツテ

                 【強一】
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意義ハナィ．

然シ上擦本ニハ簗性セル暗中性，所属不明ノ獲憧細胞及ビ淋巴球（殊二中形及ピ小形ノモ

ノ）ガ多ク，下標本ニハ曜中性白血球，大軍棲球，大形淋巴球及ビ嗜酸基性ガ多ク存在シダ．

嗜エオジン性白血球ハ殆ンド両者二差異ハナカツク．父上記ノ愛性細胞ハ特二標本ノ周邊部
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二存在シク．

 （2）今本實験二於テ得タル誤差ノ総括表テ作ルト第14表ノ様デァル．本表八百分率ノ大

サノ順序二從ツチ細胞ノ順位テ定メタ．今本表テ見ルニ略ボ次ノ事項テ看取スルコトガ拙來

ル．

 a）。最小最大ノ誤差八相賞二大デアル．ソシテ百分率ノ小ナル細胞昌於テハ，最小最大ノ

誤差ハ勿論小デアルガ平均値二比較スレバ百分率ノ大ナル細胞種以上二誤差八大デァル，コ

ノ關係ハ偏差係数ニヨヅテ表ハサレテヰル（後述）．然シコノ誤差ノ起ル範園ハ厘分数ガ増大

スルニ連レテ縮小シテヰル．印チ観察細胞数ガ大トナレバ誤差ハ著シク少クナル．

 今標準誤差（σ）二就テ此關係テ観ルニ，失張リσハ厘分数ノ増大ト共二後天的ニモ先天的

ニモ小トナツテヰル．今細胞藪n，百分率p，』p；qトスル時ニハ先天的σハ實藪二就テハ

σ一町デア州比率例一バ・及ビ・テ％デ表ハス用イ平1ナル．

敬二先天的ノσハ實数二於テハ観察敷（厘分野）ノ増カロト共二1／丁二正比例シテ増加スル

ガ，ソレ号百分率二換算シクモノニ於テハ1／丁二反比例シテ（印チ1／γ丁二正比例シテ）小ト

ナル．例ヘバ暗中性二就テ見ルー00個厘分デハ

   p％‘53．7I，q％≡46．29’皿＝100

σ・一〉557≒詩629一…

n＝200ナレパ

σ炉ノ537辮29一…

 同様ニシテ100，200，300，500個随分二於クル各σハ
     1     1    1    エ

   ／r㌃／200／示／前一107070577α447
1ナル比テ以テ縮小スル．從ツチ正確度ハコノ逆比テ以テ増大スル．

 b）一他方後天的穣準誤差八本實験二於テハ費地二観察シタモノデァル．コノ後天的σハ唯

2個ノ例テ除寺（嗜エオジン性バ00厘分並二喧騒基性ノ50嘔分），他ハ凡テ先天的σヨリ大

トナツタ．師チ白血球ノ分布二於クル誤差ハ理論上ヨリ求メ得ルモノヨリ大ナルコけ知ツ

タ．コハ凡チノ白血球種ガ同様同情値二造ラレテヰナイカタメ，血液塗抹二際シテソノ分布

ガ平等二撒布スルモノデナク，細胞ニヨツテ多少ノ偏頗的分布デ來スコー曲ルモノト考ヘ

ラレル．今後天的σガ先天的σト回シク各歴分二対シテ・i：1／γτ：i！1／す：1／ぴ百ナル比率テ

示スカ否テ吟味スルト，第14表（10）欄二示シダ所ノ（先天的σ：後天的σ）ノ比率ガー定ナツ

バ上記ノ比率テ示スモノデアル．然シ金ク正確二一致スルコトハ實際ニハ有リ得ナイコトデ

アッテ多少ノ塞異邸チ偶然ノ誤差テ示スモノデアル．夫敬二各種細胞二対シテ各厘分二於ク

ル〔先天的σ：後天的σ〕ノ比ノ平均ヂ求メルト第15表ノ様デアル．師チ100，200，300，500虹

分二対シテ平均L076，1，096，L072，Li26 ト違1シク近似数テ示シダ．印チコノ事箇ミ’、全麗

トシテ後天的σガ1：1バ／τ：1／ソ万：1／1／τノ比例ニアルコトテ論スルモノデアル．但シ500

厘分二勤シテハヤ・大ナル藪値（1，126）ラ示シタガ之八度数ガ極ク少イタメ（〃個）二越ル偶

然譲菱ニヨルモ。ノド考ヘル．

                  【務〕
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第15表各厘分二於クル先天的標準誤差二対スル後天的棲準誤差ノ比率

厘     分
・。・1・。・

苧均比率

100 200

嗜 申 性 1．11 1－02 1－01 1．15 1．07

淋 巴 球 1．23 1．13 1．17 1．23 1．19

大軍核球 1月4 1．13 1．13 1．17 1．12

嗜エオジン性 O．97 1．03 1刀3 1．10 1把3

喧騒基性 1．03 1．07 1山2 α98 ユ．03

牛均比率 1場76 1場76 1．072 1．126 1109

c）．更二最小最大誤差ノ範園テσデ量ツタ倍数モ各厘分数ノ増加ト共二減少シ久帥チ第

14表ノ（12）欄テ各匿分ニョツテ平均スルト次ノ様デアル

    100逓董分  200逼董分  300厘：5ト  500厘分

    土2，61σ ±2．39σ ±2－29σ ±2，04σ

 之レハ最小最大誤差ノ差異ヲ先天的σデ計ツタ数値デアル．

 d）．衣二後天的σ｝先天的σノ差（8欄）テソノ確率誤差デ割ルト（9欄），凡テ2．86以下

トナリ，淋巴球デハ凡テー以上デアツタガ他ノ細胞種デハ大部1以下トナツテ，一見スルト

期カル差異ハ意義カナイ様二見エル．然シ4x5＝20個ノ中デ差ガ（一）トナッタモノハ2個

デ，他ノ18個ハ（十）デアル．敬二期カルコトノ偶然二越ル率ハニ項式ノ閑散式

一（÷・1〕別一1÷〕2o…（÷〕19（÷〕i・㌦p（÷〕1壇（÷〕2・

二於クル第3項二相営スル．但シ第1項ハ凡テ（十）テ得ル率，第2項ハ1個ダク（一）デ19個

ハ（十）テ得ル率，第3項ハ2個ダケ（一）デ18個（十）テ得ル幸二當ル．今第3項テ計算スル

ト，

           20x19     1
   ユ。g1第3項〕＝1og12）斗201ogT

        ；Iog190－20Iog2ヨ4．258154

   ．・．  賃≡…3≡頁＝0．0001812

 自ロチ斯様二確率ノ小ナルコトハ偶然ニハ起リ得ナイ．換言スルト後天的標準誤差ガ明カニ

先天的標準誤差ヨリ大デアル．

 後天的σト先天的σトノ差異ハ前記ノ姉ク淋巴球二於テ最そ≡大デアツテ，100匿分デハ差

÷差ノ確率誤差＝2．86ト云7大ナル藪値ヲ示シダ．此原因ハ恐ラク淋巴球ニハ大形，中形，

小形等ノ大サラ異ニスルモノガ混清シテヰルカラ血液ノ分布二際シテ大形細胞ト小形細胞ト

ノ要約二差異ガアルコトニ出ルモノト思バレル．超生髄染色標本二於テ小形淋巴球ガ多ク血

液ノ周逢部二存在スルコトハ上記ノ考ヘヂ支持スル様デァル．

 熱シー般ニハ爾σノ差異ハ小デァッテ（差÷差ノ確率誤差）ガi以下デァルカラ大鎧二於テ

誤差ノ程度ヲ先天的σテ以テ量ルコトガ出來ル．蓋シ後天的σハー般ノ血液検査二於テハ求
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メ得ラ1ノナイモノデアル．

 e）．最小一最大誤差ノ差テσテ以テ量ルニ，大騒二於テ先天的σノ±2．5倍以下デアル，

ツシテ多タノ場合二厘分数ノ増大ト共二兆傍牽ハ小トナル傾向テ示シテヰルガ凡チノ場合ニ

ソウデパナイ．

 唯淋巳球ノ100匿分デハ±3．40σト云フ著大ナル誤差テ示シダ．コノ醐二就テ淋巴球ハ最モ

誤差が大デアツテ（土248一±3．40σ），暗中性及ビ大軍核球ハ中間デアリ，嗜エオジン性及ピ

嗜麗基性ハ最モ誤差ガ小デアッタ．

 正曲線二於テ±2．58σ以内ノ面積ハPeas㎝氏著書第H表ニョリ

    0．49506×2＝0．99012

ソ1ノ以外ノ面積ハ

    一一0．99012＝0．00988＝0，988名

 印チ丁度1％弱デアル．之ハ土2．58σ以上ノ誤差ノ偶然二越リ得ル牽ハ1劣弱，印チ100回

中二約1回デアルコトラ示ス．換言スルト之以下ノ誤差ノ偶然誤差ノ総確率ハ99％デアルー

 敬二本實験ノ結果一カラシナ塗抹標本二於クル偶然誤差ハ±2．58σ以内デァルト見微スコト

ガ出來ル．之ハ此融二境界線テ置クドソレ以上ノ偶然誤差ノ確率ハ1％以下ト麦フコトテ示

ス．但シ此際費際ノσハヨリ大ナルコトテ記憶シテ才力ネバナラヌ．第15表二示ス様二後天

的σハ平均シテ先天的σノ1刀9倍トナツタ．敬二土2．58xI．09σ；土2．81σノ誤差ハ育リ得ベ

キデアル．

 ソシテ後天的σハー殻ノ如ク

σイ等一半）2

ナル式カラ求メ，先天的σハ實藪及ビ比率二就テ

σ一価及ビσ炉ノ竿

カラ求メルノデアルガ，先天的σノ式ハ次ノ如クニシテ誘導サレグモノデァル（丑OWky氏㈹

ニコル）．

 今n次ノ實験ヲN回繰返ストキニrダク威巧スル回藪ハ

   NX・1・。・qHp』y。

デアル．ソシテ凡チノ場合ノ総和ハ

   ア。十yl＋y2＋…川十ylFN（q＋P〕11＝N

デアル．但シp＋q＝1デアル．次二原鮎二対ス〃第i「モーメント」ハ

   X＝m！一

    ＝（y．x0＋ylx1＋．。．．一、十yr×r＋．．．．．．十yn×皿）÷N

    ＿・。・一1p＋旦皇｝q上1．1・2＋ ＋1ユ・丁。1ト1・・十 十P・1。皿

          2
    ＝mp（q＋P〕HIτ＝np

第2「モーメント」ハ

   m’2巴〔y．xO！十ylx12＋……十y2x■2＋……十y11xn！）÷N

                  【η】
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一肌岬叩一叶ト・〕・・｝竹中印

一・1ト戦〔 cf・叩一・・軌』嵩テ1中㍗

   二皿（n－1〕P2〔q＋P）n，2＋ηp（q＋P〕n－1

   ＝η（n－1）P2＋np

   ＝n2p2＋np〔1－P〕

   ＝天皇十mpq

今mげ平均値二対スル第2「モーメント」トスルト

  m2＝m！皇一X空＝■pq三np（1－p〕

  ∴σ＝／可r／再ζ

上式ハn次ノ實験敬二対スルσノ式デアル．次二1個二対スル率ノσ1ハ

  σ1＝，／npq／皿ハ＝1／Pq／n

叉100ナノレ率（％）二対スルσ名ハ

σ毘一…σ1－m・。。卜ρ・書呵一仏竿

トナル．

 f）．上記ノ如クニσノ傾八百分率ノ小ナル細胞種二於ケル程小トナツク．総シ平均値二対

スルσノ比帥チ偏差係藪（一年毒値・1・・）ノ億八逆一大1ナッタ・第14表ノ（13）擬ノ数値ガ

夫デアル・而シテ嗜髄基性白血球二至ツテハ100－300厘分二於テ偏差係数ハ174－108％干云

フ大ナル数値テ示シダ．

 g）．誤差ノ度数分布二歳テハ，一一般二後天的σガ先天的σヨリ大デアルカラ二項式ニハ適

合ガ不良ナコトガ多イ，ソシテ暗中性ハ五分布ニョクー致シ公然シ％ノ小ナル嗜髄基性ハ

ニ項式及ピP〇三ss㎝比級数二極メデー致シダ．共他ノ細胞二於テハ度藪ガ少ナイ爲二平滑

ナ的糠ヂ示サナカツタ．然シ之等ハ多クP鮒son氏一般化確率餉級ニヨツテ適合サレル羊

ノド考ヘラレル．

結   騎

 余ハエ浦ノ人血テ1個ノ覆輩硝子下面二取ツタモノヲ池ノ1個ノ覆蓋硝子上二代セ，血液

ノ按散ヲ待ツチ之テ左右二引イチ1掛ノ血液塗抹標本テ和リ、May－G売ms劃染色ヲ施シダ

後全自血球テ観察シテ各種白血球ノ百分率テ検シ，次ノ際ナ締果ヲ得ター

 （1）．標本金騒ノ観察ニョツテ数ヘタ白血球藪ハ約850C個デアツテ，共各種自血球ノ百分

率ハ嗜申憧53．71土0．40，淋巴球29．59土0川，大革核球6．79土O．19，嗜エオジン艦4．41±O・エ5，

嗜盤基性0・35±0・0切デァツヂ・コノ塾値ハ標本金髄ノ観察カラ得タモノデアルカラ緒言二

於テ逆ベタ所ノ第3ノ誤差ラ金ク鉄イダ貝ノ数値デアル．

 （2）．上下ノ爾塗抹標本間二於ケルrf分率ノ差異ハー般二偶然的デアツテ意義パナイ．然

シ上標本ニハ蟹性セル嗜中性，所属不明ノ鐙憧細胞，小形及ビ中形淋巴球ノ胃分率ガ多ク，

                  【38】
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下積水ニハ亜常ナル嗜中性，大軍核球，大形淋巴球及ビ嗜盤基性ノ百分率ダ多イ傾向ラ赤シ

久叉嗜エオジン嗜好憧ノ両者二於クル差異ハ極メテ小デアツ九

 斯様ナコトガ常二越ルモノカ否カハ明カデナイガ，塗抹標本二於テ各自血球種ノ分布ガ必

ズシモ千等；デナイト云7一般的事費カラ考ベルト，上下ノ穣本間二多少ノ意義アル差異ヲ生

ジ得ルコトハ可能デァルカラ爾穣本チ観察スルノガ確實ナ方法デァル．叉多タノ場合二下積

本島ヨリ多量ノ血液ガ分布スル．

 （5）．観察詑鋒シダ白血球ラ夫々100個，200個，300個，500個宛二睡切ツチ共両分率ヲ比

較検討スレパ之等ノ薮ダケ白血球テ計算シダ場合二於クル誤差テ窺ヒ知ルコ｝ガ胸來ル．

 夫ニヨルト最小最犬ノ誤差ハ可成ヅ大キナ藪字ヲ現ハシタ．畠ロチ100個厘分二於テハ暗中

性，’’淋巴球，大軍核球，’嗜エオジン性，一階盤基性二就テ夫々4ト65％，1ト48払0－2％，

0－9％，0－3名デアツタ．從ツチ苦々ハ平均6－7％以下紬胞種ナラバIOO個計算二於テ

0％テ得ルコトガァルコトテ託シ慮シテオカネパタラヌ．

 観察細胞藪カ’増加スルニ連1ノテ．最小最大ノ誤差ノ賛敷ハ増犬スルガ（計算数チnトスルト

ヰニγ丁二正比例ニテ増大スル），百分率二築算スルト夫レハ縮小スル（γ丁二反比例シ，師

チi／1／丁二正比例シテ縮小スル）．ソレハp及ピqガ豫メ分ツテヰルト寺ニハ實藪ノ理論的

（先天的）標準誤差ハ1／這亜デアツテ，率ノ夫レハ1ノ諏デアルヵラデァル．

（似離ノ度数分布カラノ半一（￥汗ナ・レ公式一ヨツテ得州ノ後天的鱗誤差・・

一般二先天的標準誤差ヨリモ多少ノ度二於テ大デアツタ．コノ事費ハ各種白血球ガ塗抹二際

シテ撰散ノ度チ多少異ニシテテルコトテ示スモノト考ヘル．殊二淋巴球二於テ両者ノ差ガ著

シカぞタガ，夫ハ淋巴球ニハ小形，中形，大形ノ細胞ガアツテ各自ノ分布ノ同等デナイコト

ニ由ルラシイ．一般二誤差ハ淋巴球殊二i00個匿分二於テ最モ大デアヅタ、

 然シ観察細胞敷（厘分数）ノ増カロト共二百分率二対スル後天的σハ縮小シ，英ノ縮小ノ程度

ハ先天的σト略同比例シテヰル，印チ1／1／τ二比例シテヰル．

 （5）．上記ノ如ク後天的σガ先天的σヨリ大デアックコトバ本實験二於クル重要ナル結果

ノーツデアルガ，然シ後天的σハ全標本ノ観察ニヨツテ得タモノデアルカラ費地ニハー般二

求メラレナイ．然シ先天的σテ以テモヨク誤差ノ範園テ計ルコトガ出來ル．夫ニヨルト最小

最大ノ誤差ハー般二土2．5σ（先天的）以内ニアル．夫敬二前章二述ベタ理由ニョリ〔眞ノ使

±2．58σ〕以内ノ誤差ガ偶然二越ルモノト推定シテヨイ．叉±2．80σトスレバ倫安全デアル．

 但シ淋巴球二於テハ各睡分二於テ土3．40σ，土2．48σ，土2．65σ，土2．55σト云ア大ナル誤差

1テ示シ久故二百分率計算二於テハ少クモ200個以上観察セネバナラヌ，殊二淋巴球二於テ

然リデアル．ソシテ観察藪ノ増加ト共二最小最大誤差ヲ各自ノσデ計ック藪モ少シヅッ減少

シテ來ル、

 （6）標準誤姜ノ値八百分率ノ小ナル細胞種ボド小デアッタガ，平均値二対スル標準誤差

ノ慣帥チ所謂編差係数ノ憤八反勤二大トナツタ．嗜簸基性ノ如ヰハ100％以上二達シダ．

 （7）．之テ要スル三本實験二於テ，覆蓋硝子塗抹標本デハ上下面漂本テ纏察スルコト，少

                  【筆ユ
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クそ≡200個以上．出來レハ300－500個ノ細胞ヲL勘定スルコト，先天的σノ±2．58一一±2．80I倍

以内ノ偶然誤差ガ超リ得ルコト昌留意シテヰナクレバナラヌコトヲ知ツタ．
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